






要約:乳幼児突然死症候群(SIDS)は、わが国では平成 7 年より実数が把握されはじめ、乳

児期では最も由々しき死亡率であることが認識されつつある。 しかし、病因が特定され

ていないこと、診断に剖検が義務づけられていないこと、限りなく窒息や虐待などの事故

死との境界が不鮮明であること、そして死亡の瞬間が目撃されていないことなど、診断精

度上の問題が社会に及ぼす影響は大きい。一方、欧米を中心に、うつ伏せ寝取りやめキャ

ンペーンが SIDS の発生頻度を低下させたことが報告されているが、寝かせ方には様々な

文化的社会的背景か関与することから、欧米のデータをそのまま適応することはできない。

以上をふまえて本班では、分担班の中の"調査班"との連携を密にとり、質問項目の設定作

業への協力や保健婦や家族などからの問い合わせへの対応を行ない SIDS の全国調査に協

力した。また、うつ伏せ寝の生理学的意義の検討を行う前提で、神経病理学的、生理学的、

疫学的手法による病因検討を行った。また徒に社会不安を助長することのない啓発の仕方

や、現状で唯一の対応策と考えられる在宅呼吸心拍モニタ開発の研究を行った。


